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     こども感染症情報 週報第 605号 

☆ 管内の主な感染症の流行状況 ☆ 
疾患名 管内状況第36週(9/5～9/11)（35週） （参考）秋田県の状況　

発生数（人） 前週との比較 第35週(8/29～9/4）

感 染 性 胃 腸 炎  24 （18) ＜全県の発生状況＞

溶 連 菌 咽 頭 炎 　 7 （16）
１位：ヘルパンギーナ
（全県で前週より67%増加）

伝 染 性 紅 斑
（ リ ン ゴ 病 ）    1 （ 1）

２位：感染性胃腸炎
（全県で前週より41%増加）

RSウイルス感染症 　 5 （ 6）
３位：溶連菌咽頭炎
（全県で前週より5%増加）

水 痘 　 0 （ 3）
４位：手足口病
５位：流行性耳下腺炎

手 足 口 病 　 3 （ 6） 　

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 　21 （28） 県内　警報

咽 頭 結 膜 熱 　 0 （ 1）
ヘルパンギーナ：北秋田

突 発 性 発 疹 　 3 （ 1）
　　　　　　　　由利本荘

 ※ 「管内状況」は橫手保健所管内の５小児科医療機関による　　　

 ※ 「秋田県の状況」は秋田県感染症情報センターによる　　　
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発行：平鹿地域振興局福祉環境部 
℡32-4005  FAX32-3389 
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横手地域・学校欠席者情報（9/12） 

 

 

)） 

                       (単位：人) 

 

こちらからもご覧になれます http://www.pref.akita.lg.jp/hira-fuku/ 

 

＜ヘルパンギーナ＞ 
 

県内では、大きな流行を示す“ 警報 ”レベルの地域が 

増えています。注意していきましょう。 

 
 

 

さて、先週号に引き続き、今週号

もいつもの情報にプラスして、特

別号をお届けします。 

保健所で研修中の市立横手病院

の先生からのお知らせです！ 

 

 

http://www.pref.akita.lg.jp/hira-fuku/
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     こども感染症情報   特別号 

☆ こどもの健康 特別号 ☆ 
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発行：平鹿地域振興局福祉環境部 
℡32-4005  FAX32-3389 

いでは 

こちらからもご覧になれます http://www.pref.akita.lg.jp/hira-fuku/ 

 

みなさんこんにちは！イベントなどをきっかけに、関東・関西などを中心に 

はしか（麻疹）が流行をはじめています。 

はしか（麻疹）とはどのような感染症なのでしょうか？ 

 

はしか（麻疹）とは？ 

 ウイルスによる感染症です。 

 感染力が非常に強く、はしか（麻疹）に対して免疫がない人が感染すると 90%に発症します。 

 感染経路は唾液などによる飛沫感染、接触感染のほかに、空気感染することが特徴です。 

日本では、1歳の間と、小学校入学の前年に全員が予防接種を受けることになっています。 

ただし過去には、予防接種のなかった世代や、回数の少ない世代もありました。 

そのため、現在、おとなの世代を中心に感染者が出ています。 

お子さんを必ず予防接種に連れて行きましょう！ 

はしか（麻疹）の症状 
① 熱、咳、鼻水、目やになどの風邪のような症状から 

始まります。 

② いったん解熱し、再び高熱が出ると同時に全身に発疹 

が現れます。この高熱は、3日から 4日続きます。 

ここではしか（麻疹）と診断されることが多いです。 

 

はしか（麻疹）の治療 
抗ウイルス薬はありません。 

症状に応じた治療になります。 

 

はしか（麻疹）の合併症 
重症になると、まれに肺炎、脳炎を合併することがあり 

ます。 

今のところ東北地方でははしか（麻疹）の 

感染者は確認されていません（9/7現在）。 

もしも外出先ではしか（麻疹）感染者と接

触した後に風邪のような症状があった時、

または高熱とともに発疹が出てきた時は、

医療機関に連絡してから受診してくださ

い。 

※おとなの方へ 

もしご自身が予防接種を受けていない、も

しくは回数が少ない世代であった場合、追

加で予防接種を受けることができます（保

険適応外）。医療機関に問い合わせてみま

しょう。 

予防が大切(*^_^*) 

http://www.pref.akita.lg.jp/hira-fuku/

